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日 時 令和５年 11月 22日（水） ９時 30分～11時 00分 

場 所 南国市上下水道局 ２階 

出席者 南国市長  平山 耕三 

南国市教育委員会 

 教育長 竹内 信人 

 職務代理 上岡 哲朗 

 教育委員 細川 善久 

 教育委員 楠瀬 公美 

 教育委員 浅野 聡子 

 

 

 

１ 開会 

開会の挨拶（平山市長） 

 

 

 

２ 議事 

 

〔議事１〕教師を取り巻く環境整備についての緊急的に取り組むべき施策（提言） 

 

【教育委員会事務局】 

（資料説明） 

 

【竹内教育長】 

 今回の文部科学大臣メッセージは、これまでものとは重みが異なり、国の施策について、今まで
当たり前だったことを見直し、緊急にスピード感を持って対応するというもので、文部科学省の

職員も 50年に１度の大転換期、重いメッセージであると位置づけている。 

 

⇒【平山市長】 

 直ちに実現するのは難しいと思うが、この改革により教育分野における「なり手の確保」などの
さまざまな課題の解決につながるものであると考える。実現するにはかなりのエネルギーを要す

ると思うが、取組を進めていただきたい。 
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〔議事２〕南国市教育委員会の取組について 

 

(ア)報告 

① 南国市版 GIGAスクールの進捗状況について 

② ゆるやかな学期スタート事業について 

③ 南国市における運動部活動の地域移行について 

④ 南国市における特別支援教育及び不登校児童生徒について 

⑤ 南国市いじめ・いじめ疑い含む報告及び、いじめ重大事態について 

⑥ 生涯学習課の事業について（新図書館・文化財係の課題） 

 

【教育委員会事務局】 

（資料説明） 

 

⇒【平山市長】 

 新図書館については、令和８年４月の開館に向けて予定どおり着実に進んでいる。 

 運動部活動の地域移行は、具体的な年度が示され、分かりやすいイメージ図になっている。地域
移行に向けてよく取り組んでいただいており、ありがたい。まほろばクラブ南国の存在が大きい。

まほろばクラブ南国を核に学校との連携が実現しており、市としても応援していきたい。 

 

 

(イ)協議 ※非公開（傍聴者無） 

～ 特別な支援を要する児童生徒の対応について ～ 

① 通常学級で個別指導計画が必要な児童生徒の対応について 

② 校内サポートルームの対応について 

③ 南国市いじめ・いじめ疑い含む報告及び、いじめ重大事態の詳細について 

 

 

(ウ)その他 

【竹内教育長】 

令和６年度の新たな子育て支援関連施策（３点）に関する報告 

① 学齢期の子どもを持つ保護者の朝対策（学校教育課） 

保護者の仕事等の都合により朝早く家を出なくてはならない児童が多く、大篠小学校は午

前７時 45分から校舎開放となるが、７時前には校門で児童が並び始め、７時 45分には敷

地の外へ出るほどの児童が並んで待っている。 

全国的には、朝学童を実施する地域もある。校舎開放時間を繰り上げるのは、教職員の負

担増となり働き方改革の観点からも実施は難しい。東京都三鷹市（児童数約１万人・南国

市の約５倍）では、外部委託（委託先：シルバー人材センター（各校２名派遣）、委託料

年間約 700万円）による朝１時間の運動場開放を行っている。 

令和６年度に朝の運動場開放を大篠小学校で実験的に行いたい。児童は、朝、運動場で遊

ぶことによって遅刻防止・生活習慣の改善、友だちを誘っての登校により人間関係の醸成、

不登校対策の可能性があると考えている。また、教職員にもゆとりが生まれるのではと思

っている。 

② （仮称）学校家庭教育コーディネーターもしくは学校家庭教育相談員の配置 

（学齢期の子どもを持つ保護者の子育て相談（学校教育課）） 

就学前の育児等や義務教育卒業後の子育てに関する相談機関は福祉部門や保育担当部署
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等に複数存在するが、学齢期の学校教育に関する相談機関は少ない。学校やスクールソー

シャルワーカー、民生児童委員には相談しにくいもの、学校教育を熟知した専門家に子育

ての相談をしたい保護者のニーズはあると考える。 

退職教員・管理職を相談員として実験的に配置することを検討している。 

③ 家庭教育支援（生涯学習課） 

PTA活動における子育て支援施策として、自殺防止教育ゲートキーパー研修（学校教育課

所管）への PTA会員の参加や虐待防止の観点でアンガーマネジメント家庭教育版の実施等

を検討している。 

 

⇒【平山市長】 

 子育て支援施策のご提案・ご検討をいただきありがたい。ぜひとも取り組んでいただきたい。 

 

 

 

３ 閉会 

以上 


